生成AIによる教材開発の民主化とその課題〈付録：申請・運用テンプレート集〉
様式1　AI教材を使うための 申請・承認シート　［校長・教育委員会に出す用紙］
	この用紙について　先生が自分で作った「AIを使う学習アプリ」を、授業で子どもに使わせる前に、校長先生や教育委員会に見てもらい、「使ってよい」と確認してもらうための用紙です。



	申請した日／申請する人
名前・担当（学年・教科）
	

	アプリの名前と、何をするアプリか
例：算数の質問に文章で答えてくれるアプリ
	

	何のために使うか
授業でのねらい
	

	だれが使うか
学年・教科・だいたいの人数
	

	使うAI
「AI」＝質問に文章などで答えてくれるしくみ。例：学校が認めたAI
	

	アプリが動いている場所
インターネット上のどこで動くか。分からなければ作った人に確認（例：　）
	

	集める情報
☐集めない ☐名前 ☐学習の記録 ☐感想・ふりかえり ☐その他（　）
	

	その情報を　どこにためて／だれが見られて／いつ消すか
	

	いらない情報を集めない工夫
例：名前を書かせない など
	

	使うAIの決まり（規約）を確認したか
☐使ってよい年齢 ☐保護者の同意がいるか ☐作った文章・画像を使ってよいか
	

	保護者への説明・同意
☐必要（様式4を配る）　☐不要（理由：　）
	



安全のための確認（ITにくわしい人に見てもらう欄）
次の4つは、作った人やICTに詳しい人に確認してもらってから☑を付けてください。
☐　「カギ」（アプリを動かすパスワードのようなもの）が、外から見えない場所にある。
☐　関係のない人が、勝手に中身を見たり書きかえたりできない。
☐　必要な人（授業を受ける子どもなど）だけが使えるようになっている。
☐　いらなくなった情報は、自動で（または決めた時期に）消えるようにしてある。
	安全の確認をしてくれた人
名前・役割
	



【承認欄】（学校・教育委員会が記入）
	役職
	氏名
	日付
	意見・条件・印

	情報教育担当
	
	
	

	教頭
	
	
	

	校長
	
	
	

	（教育委員会）
	
	
	


※わからない項目・できていない項目があるときは、確認してから提出してください。そのまま使い始めないでください。承認のあとでアプリを大きく変えるときは、もう一度この用紙を出してください。
※わからない用語や項目があるときは、ICTに詳しい先生や、その教材を作った人に確認してから進めてください。この用紙は、くわしい解説編（〈実務編〉）と一緒に使う想定です。学校・教育委員会の決まりを優先し、必要に応じて書きかえて使ってください。
